
界
に
は
「水
メ
ジ
ャ
ー
」
と

呼
ば
れ
る
水
ビ
ジ
ネ
ス
の

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
あ

る
。
１９
世
紀
か
ら
２‐
世
紀
に
か
け
て
の

長
い
間
、
水
メ
ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
て
き

た
の
は
仏
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
エ
ン
バ
イ
ロ

ン
メ
ン
ト
、
仏
ス
エ
ズ
、
英
テ
ム
ズ

・

ウ
オ
ー
タ
ー
の
３
社
で
あ
っ
た
。

ヴ
ェ
オ
リ
ア
の
２
０
１
９
年
の
年
間

売
り
上
げ
は
約
２
７
１
億
腎

（約
３
兆

３
２
０
０
億
円
）、
ス
エ
ズ
は
同
約
１
８

０
億
腎

（約
２
兆
２
１
０
０
億
円
）
で

あ
る
。
こ
の
２
社
は
フ
ラ
ン
ス
国
内
の

水
道
経
営
を
１
６
０
年
以
上
続
け
て
き

た
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

・
技
術
を
持

っ
て
、

世
界
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
を
席
巻
し
て

き
た
。
近
年
、
テ
ム
ズ

・
ウ
オ
ー
タ
ー

が
英
国
内
ビ
ジ
ネ
ス
に
専
念
す
る
方
向

性
を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
、
ヴ
エ
オ
リ

ア
と
ス
エ
ズ
が
国
際
的
な
水
メ
ジ
ャ
ー

と
な
っ
た
が
、
今
年
、
こ
の
２
社
が
合

併
す
る
見
通
し
と
な
り
、
売
上
高
５
兆

円
を
超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
水
メ
ジ
ャ
ー
」

が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（囲
み
記

事
）。こ
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
の

ク世
界
２
ト
ッ

プ
ク
が
最
も
注
目
し
て
い
る
の
が
、
日

本
の
水
市
場
で
あ
る
。

「み
や
ぎ
方
式
」が
足
掛
か
り

１
６
０
年
以
上
、
世
界
各
国
の
上
下

水ビジネス世界トップの
ヴェオリアの本社 (パリ)
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水ビジネスの巨大企業が、資本力とノウハウで
日本の水道市場に参入しようとしている。
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争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
て
き
た
水
メ
ジ
ャ

ー
か
ら
見
る
と
、日
本
の
水
市
場
は
「宝

の
山
」
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
①
水
道
料
金
収
入
が

日
本
全
体
で
年
間
２
兆
３
０
０
０
億
円

と
い
う
巨
大
さ
、
②
漏
水
率
が
全
国
平

均
７
％
以
下

（東
南
ア
ジ
ア
で
は
漏
水

率
３０
～
４０
％
）、東
京
都
に
至
っ
て
は
３

％
以
下
で
今
後
の

「漏
水
対
策
費
」
が

他
国
に
比
べ
非
常
に
少
額
で
済
む
、
③

ク請
求
書
が
来
た
ら
キ
チ
ン
と
払
う
日

本
人
の
国
民
性
ク
が
反
映
さ
れ
、
水
道

料
金
の
回
収
率
９９
・
９
％
と
他
国
で
は

見
ら
れ
な
い
高
い
数
値
―
―
と
い
う
、

水
道
事
業
者
に
と
っ
て
は
世
界
的
に
珍

し
い
理
想
的
な
市
場
だ
か
ら
だ
。

ま
た
下
水
道
事
業
を
見
る
と
、
下
水

道
の
役
目
は
、
雨
水
の
排
除

（公
費
負

担
で
税
金
投
入
）
と
汚
水
の
処
理

（汚

水
処
理
は
私
費
負
担
）
で
あ
る
。

汚
水
処
理
と
し
て
事
業
所
や
各
家
庭

か
ら
支
払
わ
れ
る
下
水
道
使
用
料
総
額

は
年
間
約
１
兆
５
０
０
０
億
円
で
あ

り
、
仮
に
上
下
水
道
事
業
を

一
貫
し
て

行
う
と
す
れ
ば
、
日
本
の
上
下
水
道
の

市
場
規
模
は
約
３
兆
８
０
０
０
億
円

（毎
日
１
０
０
億
円
以
上
）
で
あ
り
、
い」

れ
は
日
本
人
が
い
る
限
り
続
く
、
持
続

可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。

ヴ
ェ
オ
リ
ア
の
具
体
的
な
日
本
市
場

へ
の
参
入
方
法
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

来
年
度
か
ら
宮
城
県
が
行
う
、通
称
「み

や
ぎ
型
管
理
運
営
方
式
」
へ
の
参
画
で

あ
る
。
み
や
ぎ
方
式
と
は
、
「宮
城
県
が
所
有

す
る
上
下
水
道
と
工
業
用
水
の
運
営
権

を

一
括
し
て
２０
年
間
、
民
間
企
業
に
売

却
」す
る
全
国
初
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

そ
の
規
模
は
、
同
県
の
水
道
給
水
人
口

（約
１
８
９
万
人
）、
下
水
道
処
理
対
象

人
口
は
約
７３
万
人
で
、
国
内
で
は
過
去

類
を
見
な
い
大
き
さ
だ
。

こ
の
方
式
は
、
制
度
的
に
は

「
コ
ン

セ
ツ
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（プ

ラ
イ
ベ
ー
ト

・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
）
事
業
」
で
あ
る
。
コ
ン
セ

ツ
シ
ョ
ン
と
は
施
設
の
所
有
権
を
発
注

者
で
あ
る
公
的
機
関
に
残
し
た
ま
ま
、
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運
営
権
を
民
間
に
売
却
す
る
こ
と
を
指

す
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
、
公
共
施
設
な
ど
の
建

設

・
管
理

・
運
営
に

「民
間
」
の
資
金

や
経
営

・
技
術
を
活
用
す
る
手
法
だ
。

現
在
、
宮
城
県
は
上
下
水
道
や
工
業

用
水
の
運
転
管
理
を
民
間
に
委
託
し
て

い
る
が
、創
意
工
夫
の
余
地
が
少
な
く
、

大
幅
な
コ
ス
ト
低
減
が
望
め
な
い
。
理

由
は
、
自
治
体
が
積
算
基
準
の
仕
様
や

数
量
を
定
め
る

「仕
様
書
発
注
」
に
あ

る
。
例
え
ば
、
施
設
ご
と
に
個
別
購
入

の
装
置
や
薬
品
、
ま
た
人
員
を
配
置
す

る
と
い
っ
た

「無
駄
」
が
発
生
す
る
。

こ
れ
に
対
し
み
や
ぎ
方
式
は
、
民
間

の
創
意
工
夫
や

「規
模
の
メ
リ
ッ
ト
」

を
生
か
し
、
将
来
の
水
道
料
金
の
値
上

げ
幅
を
最
小
限
に
抑
え
る
施
策
案
で
あ

る
。
自
治
体
に
任
せ
る
と

「仕
様
書
発

注
」
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
民
間
で
あ

れ
ば
、
例
え
ば
、　
一
括
購
入
や
分
析

・

管
理
の
集
中
管
理

・
制
御
、
効
率
的
な

人
員
配
置
と
な
り
効
率
的
だ
。

仮
に
宮
城
県
が
現
行
体
制
で
２０
年
間

実
施
し
た
場
合
の
総
事
業
費
は
３
３
１

４
億
円
で
、
民
間
へ
経
営
権
を
売
却
し

た
場
合
、
縮
減
額
は
同
期
間
で
２
４
７

億
円
と
も
く
ろ
ん
で
お
り
、
総
事
業
費

は
３
０
６
７
億
円
ま
で
縮
小
す
る
。

昨
年
３
月
か
ら
運
営
権
者
の
公
募
を

開
始
し
た
宮
城
県
が
、
「運
営
を
担
う
最

優
先
交
渉
権
者
」と
し
て
選
ん
だ
の
は
、

今
年
３
月
に
応
募
し
た
３
グ
ル
ー
プ
の

中
の
一
つ

「
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー

・
グ
ル

ー
プ
」
で
あ
る
。
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は

水

・
環
境
分
野
の
総
合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
企
業
で
、
水
処
理
専
業
で
は
国
内

最
大
手
だ
。
今
回
の
コ
ン
セ
ツ
シ
ョ
ン

で
は

「
コ
ス
ト
を
約
３
３
７
億
円
削
減

が
で
き
る
」
と
提
案
し
た
こ
と
が
選
出

の
決
め
手
に
な
り
、
７
月
５
日
の
定
例

県
議
会
で
可
決

・
成
立
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
は
１０
社
で
構
成
さ
れ
、

ヴ
エ
オ
リ
ア
傘
下
の
日
本
法
人
ヴ
ェ
オ

リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ

（東
京
都
港
区
）

も
含
ま
れ
て
い
る
。
０２
年
に
日
本
上
陸

し
た
ヴ
エ
オ
リ
ア
は
、
買
収
ま
た
は
資

本
参
加
に
よ
っ
て
、
ほ
か
に
西
原
環
境
、
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戦略に出た。この買収案はフランスの世論を三分し、ジ

ャン・カステックス首相の率いる「仏企業が世界一にな

ることを歓迎する」という賛成派と「仏国内水道 (両社

フ
ジ
地
中
情
報
、
ニ
チ
ジ
ョ
ー
、
日
本

環
境
ク
リ
ア
ー
、
日
本
浄
水
管
理
、
エ

コ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
な
ど
を
傘
下
に
収

め
て
い
る
。

一
方
、
ス
エ
ズ
も

「
み
や
ぎ
方
式
」

に
参
画
す
る
た
め
に
、
前
田
建
設
工
業

と
覚
書
を
交
わ
し
、
み
や
ぎ
方
式
に
応

札
。
今
回
は
ヴ
ェ
オ
リ
ア
に
次
ぐ

「次

点
交
渉
権
者
」
と
な
っ
て
い
る
。

低
調
な
官
民
連
携

し
か
し
、
日
本
全
体
で
見
れ
ば
、
上

下
水
道
事
業
の

ク運
営
権
の
移
転
ク
を

伴
う
官
民
連
携
の
動
き
は
低
調
だ
。

下
水
道
の
コ
ン
セ
ツ
シ
ョ
ン
分
野
で

は
、
浜
松
市
が
１７
年
に
全
国
で
初
め
て

「浜
松
ウ
オ
ー
タ
ー
シ
ン
フ
オ
ニ
ー
」を

締
結
し
た
例
し
か
な
い
。
こ
の
構
成
企

業
は
ヴ
ェ
オ
リ
ア
、
Ｊ
Ｅ
Ｆ
エ
ン
ジ
エ

ア
リ
ン
グ
、
オ
リ
ツ
ク
ス
、
一暮
急
建
設
、

須
山
建
設
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
セ
ツ
シ

ョ
ン
で
提
案
さ
れ
た
コ
ス
ト
削
減
額

は
、
２０
年
間
で
８６
億
円

（現
在
評
価
中
）

と
、
み
や
ぎ
方
式
に
は
見
劣
り
す
る
。

厚
生
労
働
省
は
自
治
体
に
水
道
事
業

の
「広
域
化
」
「官
民
連
携
」
に
よ
る
経

営
基
盤
の
強
化
を
要
請
し
て
い
る
。
広

域
連
携
を
模
索
し
て
い
る
自
治
体
は
、

水
メ
ジ
ャ
ー
の
最
大
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

な
る
。
現
在
、
東
京
都
と
香
川
県
を
除
く
４５

道
府
県
で
、
広
域
連
携
に
関
す
る
協
議

会
の
組
織
が
設
置
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
態
の
連
携
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
姿

・
形
が
、
あ
る
程

度
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
巨
大
な
資

本
力
を
駆
使
し
て
そ
の
市
場
を
獲
得
す

る
の
が
水
メ
ジ
ャ
ー
の
「常
と
う
手
段
」

で
あ
る
。

日
本
の
自
治
体
や
企
業
が
、
水
道
事

業
の
効
率
化
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
れ

ば
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
に
た
け
た
水
メ
ジ

ャ
ー
が
、
高
い
効
率
性
と
コ
ス
ト
競
争

一
気
に
市
場
を
席
巻
す

る
可
能
性
も
あ
る
。

合わせて仏全土の約7割 )
が1社 に寡占されるとサー

ビス低下や値上げなどの問

題が起こる可能性が高い」

と主張するブルーノ・ノ以一

ル経済・財務相が率いる反

対派とが激しく対立し、パリ

司法裁判所に提訴された。

買収を含む合併までに少

なくとも2、 3年かかると予想されていたが、今年4月 に

急きょ合併に合意 し、売上高400億～ 450億言
~(約
5兆

2000億～5兆8500億円)規模の世界最大の水企業が誕
生 した。スエズグループは、新たに新・スエズを設立 し

ブランド及び新市場も維持することになった。 (吉村和就)

ヴェオリアとスエズ
敵対的買収から―転合併ヘ

魃軋鞣SUI

h」

=薫

藪麗
=I

合併するスエズ
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